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· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）する事
＜連絡事項＞

・ネットワークの不具合について現在の状況は、サーバーは作動していますがシステムは完全な正常状態ではない状態です。7/13から不具合のないパソコンを正規にシステムにログインできる設定をしており、147台中139台ログイン設定完了しました。

今後の回復予定は、①20-26栄養、②20-2医事、③20-3医事、④20-5医事、⑤20-6医事、

⑥20-7医事、⑦30-138共有、⑧90-72活動　となっており、今月中に全復旧の予定です。
今後、また不具合が出た場合、庶務チームまで連絡をしてください。
・床屋は、8/15（月）は休みとなります。
・ウィズのスケジュール入力をしていない方は早急に入力をして下さい。また、委員会、研修など日程が決定したものも、入力するようにしましょう。

・月末までに病棟事業進捗状況への入力をお願いします。

・疎遠家族担当より～患者様の暑中見舞いの葉書作成、投函について各受け持ちスタッフは進めて行ってください。

　
＜患者様連絡事項＞

・川村　敏也様～本日、9：00～10：10まで墓参り目的にて弟様と外出されています。墓参りだけ済ませて帰院された事に対して、どこかほかに行きたい所はなかったのか聞くと、｢特に行く気がなかった。｣と話されている。

・小笠原　禮子様～外痔核疼痛時にネリプロット軟膏を使用するとして7/25～8/8までの予測指示が出ています。

・布施　邦雄様～　7/24（日）床屋へ行く事に予定されています。

　　　　　　　　　　　　　

＜受け持ち患者様NCP評価・検討＞

・五日市　規様～＃１．嗜好品の摂取量が多く、適正量が分からない。

　　　　　　　　　　体重の増加を意識し、間食の摂り方にも気を配っているが、体重に変化な

く引き続き継続とする。

また、膝の痛みについて本人からの訴えや歩行状態に変化があった場合は、

　　　　　　　　　　記録へ記入して下さい。

・飯豊　信雄様～＃１．嗜好品の購入量を守れない。

　　　　　　　　　　嗜好品の確認表を作成し、購入前にスタッフと一緒に確認することで、以前より守る事できている。

　　　　　　　　　　なお、スタッフは買い物の後や運動療法を終えた後に本人が所持している嗜好品確認表や生活習慣改善プログラムに認め印を押して下さい。

＜環境整備月間報告・検討＞

・ワックス掛け・・・４階の廊下がまだなので、人員に余裕がある日を選んで今月中に行う予　　　　　　

定となっています。

・喫煙室の清掃・・・各勤務帯に大体行えているので、今後も忘れずに継続して行きましょう。

勉強会　　　　　　　　　『SSTを実施するにあたって』
佐々木　大亮
１章
１.【SSTの説明】
Ⅰ.対人行動をうまく行えるようになるなどの社会生活技能を高めることに焦点を当てている。
Ⅱ.将来の生活の希望を主体的に示し、主体的に学習する。
Ⅲ.家族や病院のスタッフに協力を求める。
Ⅳ.みんなで協力し合い、グループ活動を通して社会生活技能を取得する。
Ⅴ.言葉と行動の交換による仲間性の強化。
2.【SSTの機能と役割】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
1.安心で安全な空間を提供する。
2.安心して自分を試せる。
3.自分の課題に対する多様な対処技能を教える。
２章
Ⅰ.【SSTの進め方】
1　はじめに　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　⑦正のフィードバッグ　
　　　　↓　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　↓
2　ウォーミングアップ　　　　　　　　　　　　　　　７　宿題を設定する
　　　　↓　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　↓
3　SSTの目的とルールの確認　　　　　　　　　　　　８　参加者の感想
　　　　↓　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　↓
4　宿題の報告をきく　　　　　　　　　　　　　　　　９　おわりの挨拶
　　　　↓
5　練習課題を明確にする
　　　　↓



6　ロールプレイで技能の練習をする
①場面設定
②1回目の練習（予行のロールプレイ）
③正のフィードバック
④ヒントをもらう
⑤場面によれば、モデル（見本）をみる
⑥2回目の練習（新しい行動のロールプレイ）
Ⅱ.ウォーミングアップの目的
①参加メンバーの緊張をほぐすこと
②コミュニケーションのとり方の練習をすること　　　　　　　　↓
・身体を動かすことで活発になり感情表現をしやすくする。
・楽しいゲームをすることでSSTに積極的に参加できるようにする。
・コミュニケーションをとることでメンバー同士の相互作用の力を高める。
・みんなで一つのことをすることで仲間意識が生まれる。
・リーダーがメンバーの様子を観察して、メンバーの社会的な能力がどの程度あるかを評価できる。
◎身体を動かすウォーミングアップ　　　　◎言葉を用いたウォーミングアップ
・椅子取りゲーム　　　　　　　　　　　　・一分間スピーチ
・フルーツバスケット　　　　　　　　　　・しりとり
・銭かくし　　　　　　　　　　　　　　　・連想ゲーム
Ⅲ.課題の設定の仕方
1.目標の立て方
①長期目標～「3か月後、自分はこうなっていたい」
短期目標～「長期目標を達成するために、1か月後に達成したい課題」
②アンケートを用いる
・SSTを行う最初に長期目標と短期目標を決める場合は、セッションは行わずに目標設定の説明にあてる。目標設定の説明のために、アンケート用紙を用意。アンケートには、メンバーが日常生活で困りそうな場面を２０項目あげて、その場面をうまくできるかできないかを◎、○、△等の印で答えてもらう。
例）

③目標例の一覧
・目標の例を一覧にしてメンバーに渡し、目標についてのイメージを具体的にもってもらう。
　メンバーにはどんなことが目標になるかを書き出してもらい、スタッフとやり取りをしながら具体的に目標を決める。
〈目標例の一覧〉

Ⅳ　場面設定
①　練習者に、イメージに近い相手役を選んでもらいます。なお、相手役になってもらう
　　人には、練習の相手役になってくれるかどうかの確認をしておく。
②　練習者に、場面の状況を聞き出していきます。まずは、「誰が、どこで、どんなこと」　　　　　
　　をしている状況であるのかを聞き出し、おおまかな状況を把握できるようにする。
③　グループ全体を見て、おおまかな状況が理解できたことを確認できたら、簡潔かつ具
　　体的に相手役の特徴や、その場面で交わされる言葉や台詞などについて聞き出してい
　　く。状況を理解できていないメンバーがいたら、再度みんなで確認をする。
④　場面設定での状況把握が完了したら、ロールプレイの練習の準備に入ります。現実場
　　面を忠実に再現するために、置物や小道具によって実際場面に近い状態、「場」を作る。
⑤　実際場面での状況や状態が整ったらすぐに一回目の練習へと進む。
⑥　ロールプレイ開始
「場面設定」の場面での板書例
⑴　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　⑵

　　
※「良かったところ、さらに良くする点」
　　の場面での板書も書くといい。
Ⅴ宿題
・般化が促されるように宿題設定をするには、なるべく練習と宿題を類似させること、練
　習者にとって能力範囲内で実行可能であることが大切。
〈進め方〉
◎ウォーミングアップ
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部屋にSSTのポスターを用意し、メンバーとスタッフが丸くなって座るとSSTの始まりです。 
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まずは気分をリラックスするためにウォーミングアップを行います。準備が整ったところで練習に入ります。
※上記は、医療法人藤心会　湘南海岸病院で取り入れているSSTである。
SSTアンケート


　　　　　　　　　　名前→○○○様


できる…◎　


もっとうまくなりたい…○


できない…×


わからない…△


１、近所の人に出会ったとき挨拶をする


２、人と話をするときに緊張しないで話をする


３、話の輪の中に入っていく


４、人の話をよく聞いて共感する　　　etc…








・あいさつをする　　　　　　　・電話をかける


・初対面の人と会話をする　　　・断る


・話し掛ける　　　　　　　　　・人の話しをよく聞く　


・電話を受ける　　　　　　　　　　　　　　　　　etc…





①課題


②状況（いつ、どこで、どんな人、をまと


　めて）


③メンバーがどのようにヒントを出せば


　良いかを示すために、課題提供者がどの


　ようにしたいかを目立つように書く。


④現在の対応


⑤ヒント





①課題


②いつ


③どこで


④どんな人


⑤相手役のメンバーが言う大事な台詞
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